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建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
地

区
）
に
選
定
す
る
よ
う
、
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
で
、
近
日
中
に
行
わ

れ
る
官
報
告
示
を
経
て
、
桜
川
市

に
、
全
国
で
87
番
目
、
関
東
で
は

千
葉
県
香
取
市
佐さ

原わ
ら

、
埼
玉
県
川

越
市
川か

わ

越ご
え

、
群
馬
県
中
之
条
町
六く

合に

赤あ
か

岩い
わ

に
次
ぎ
4
番
目
、
県
内
で

は
初
の
重
伝
建
地
区
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
桜
川
市
の
重
伝
建
地
区
の
所
在

は
、桜
川
市
真
壁
町
真
壁
の
う
ち
、

字
上か

み

宿
じ
ゅ
く

町ち
ょ
う

の
一
部
・
下し

も

宿
じ
ゅ
く

町ち
ょ
う

の
全

域
・
高た

か

上
じ
ょ
う

町ま
ち

の
全
域
・
仲な

か

町ま
ち

の
一

部
・
大や

ま

と和
町ち

ょ
う

の
全
域
で
、
面
積
は

17
・
６
㌶
で
す
。

　
保
存
計
画
に
お
い
て
、
伝
統
的

建
造
物
と
し
て
特
に
保
存
の
重
点

対
象
に
特
定
さ
れ
て
い
る
建
築
物

が
、
１
０
４
件
（
う
ち
建
物
や
薬や

く

医い

門も
ん

な
ど
の
登
録
文
化
財
は
37

件
）、
工
作
物
が
56
件
、
環
境
物

■
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
手

法
「
伝で

ん

建け

ん

制
度
」

　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制

度
（
伝
建
制
度
）
が
生
ま
れ
た
の

は
昭
和
50
年
。
ま
ち
づ
く
り
の
新

し
い
手
法
と
し
て
、
国
に
よ
っ
て

制
度
化
さ
れ
、
城

じ
ょ
う

下か

町ま
ち

、
宿

し
ゅ
く

場ば

町ま
ち

、
門も

ん

前ぜ
ん

町ま
ち

な
ど
、
全
国
各
地
に

残
る
歴
史
的
な
集
落
や
町
並
み
の

保
存
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
伝
建
制
度
は
、
ほ
か
の
文
化
財

保
護
制
度
と
は
少
し
違
い
、
ま
ず

市
と
地
域
住
民
が
話
し
合
い
、
そ

の
地
域
を
伝
建
地
区
と
し
て
決
定

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
桜

川
市
で
は
、
平
成
19
年
に
保
存
条

例
を
制
定
。
昨
年
９
月
に
都
市
計

画
と
し
て
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
を
定
め
ま
し
た
。
国
は
、

そ
の
中
か
ら
価
値
の
高
い
も
の
を

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

件
（
樹
木
）
が
5
件
で
、
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
初
期
を
中
心
に
、
真

壁
の
景
観
を
特
徴
付
け
て
い
る
も

の
に
な
り
ま
す
。

　
保
存
地
区
内
で
は
、
地
域
の
皆

様
と
行
政
が
協
力
し
て
伝
統
的
な

建
造
物
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、

町
並
み
景
観
を
整
備
す
る
た
め
の

修
理
・
修
景
事
業
を
進
め
、
行
政

で
は
保
存
事
業
に
対
し
て
経
費
の

補
助
や
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
伝

統
的
な
景
観
を
阻
害
す
る
よ
う
な

建
物
が
建
た
な
い
よ
う
規
制
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
と
良

好
な
環
境
を
確
保
す
る
施
策
を
行

い
ま
す
。

■
保
存
整
備
で
良
き
も
の
を

次
の
世
代
に

　
本
地
域
は
、
戦
国
時
代
に
形
成

さ
れ
た
真
壁
氏
の
城
下
町
を
基
本

と
し
、
江
戸
時
代
初
め
の
浅あ

さ

野の

氏

に
よ
っ
て
現
在
の
町
割
り
が
完
成

し
ま
し
た
。
真
壁
城
は
、
初
期
に

廃
止
さ
れ
て
市
街
中
心
部
に
陣じ

ん

屋や

が
置
か
れ
、
陣
屋
町
と
し
て
、
ま

た
、
武
士
で
は
な
く
商
人
が
中
心

の
町
で
、
木も

綿め
ん

取
引
を
主
軸
と
す

る
市い

ち

の
町
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。

　
４
０
０
年
前
か
ら
続
く
城
下
町

の
町
割
り
の
上
に
、
江
戸
時
代
の

見み

世せ

蔵ぐ
ら

や
土ど

蔵ぞ
う

、
明
治
・
大
正
時

代
の
町
屋
に
門
・
塀へ

い

、
昭
和
の
洋

風
建
築
な
ど
様
々
な
時
代
の
変
化

に
富
ん
だ
伝
統
的
な
建
造
物
群
が

息
づ
い
て
い
る
の
が
真
壁
の
町
並

み
の
特
徴
で
す
。

　
こ
れ
ら
真
壁
に
息
づ
く
良
き
も

の
を
残
し
、
次
の
世
代
に
伝
え
る

こ
と
は
、
今
の
時
代
に
生
き
る
私

た
ち
の
役
割
で
す
。
こ
の
重
伝
建

地
区
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
我
が
国
に
と
っ
て
特
に
価
値

の
高
い
町
並
み
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
、全
国
的
に
知
名
度
が
上
が
り
、

地
域
や
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
保
存
地
区
内
の
伝

統
的
建
造
物
の
外
観
修
理
な
ど
に

一
定
基
準
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
築
・
増

改
築
・
修
繕
な
ど
、
景
観
を
変
更

す
る
工
事
を
行
う
と
き
は
市
と
相

談
し
、
許
可
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
修
景
規
準
に
合
っ

た
工
事
を
行
う
場
合
は
、
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
伝
建
制

度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
手

法
で
す
。
市
民
の
皆
様
や
地
域
に

住
む
皆
様
に
は
、
先
人
た
ち
が
残

し
た
伝
統
と
未
来
を
真
剣
に
考
え

て
い
た
だ
き
、
行
政
と
共
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
重
伝
建
地
区
の
範
囲
や

現
在
ま
で
の
取
組
み
の
経
緯
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

（
重

じ
ゅ
う

伝で
ん

建け
ん

地ち

区く

）
と
し
て
選
定
し

ま
す
。
指
定
で
な
く
選
定
と
い
う

の
は
、
国
が
管
理
す
る
の
で
は
な

く
、
市
と
住
民
が
町
並
み
を
主
体

的
に
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
国
は
、
市
が
進
め
る
保

存
事
業
に
対
し
て
補
助
金
な
ど
の

財
政
的
支
援
や
技
術
的
指
導
を
行

い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
保
存
地
区
内
の
建
築

物
な
ど
の
現
状
変
更
を
審
査
し
た

り
、
修
理
・
修
景
な
ど
の
保
存
事

業
を
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
の

は
、
あ
く
ま
で
も
市
と
住
民
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
真
壁
地
区
が
重
伝
建
地
区

に
選
定

　
4
月
16
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ

た
、
国
の
文
化
審
議
会
文
化
財
部

会
で
の
審
議
・
議
決
を
経
て
「
桜

川
市
真
壁
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
を
、
新
た
に
重
要
伝
統
的

全
国
で
87
番
目 

関
東
で
は
４
番
目

真
壁
地
区
の
町
並
み
が

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

江
戸
時
代
後
期
以
降
の
見み

世せ

蔵ぐ
ら

や
民
家
な
ど
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
真
壁
の
町
並
み
…
。

４
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議
会
が

「
桜
川
市
真
壁
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
を
、

新
た
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重

じ
ゅ
う

伝で
ん

建け
ん

地
区
）
に

選
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

近
日
中
に
お
こ
な
わ
れ
る
官
報
告
示
を
経
て
、

全
国
で
87
番
目
、
関
東
で
４
番
目
、
茨
城
県
内
で
は

初
の
重
伝
建
地
区
が
桜
川
市
に
誕
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
月
号
で
そ
の
概
要
に
つ
い
て
特
集
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

真壁の特徴の一つは、中

世城下町と近世陣
じん

屋
や

町
まち

の

建造物を残す町割りで、

広い道幅も木
も

綿
めん

市
いち

を中心

とする市
いち

町
まち

としての名
な

残
ごり

を現在に伝えています。

In
te
rv
ie
w

In
te
rv
ie
w

伝
統
的
建
造
物
の
保
存
修
理
な
ど
町
並
み
の
整
備
を

選
定
は
あ
く
ま
で
通
過
点

　
桜
川
市
長
　
中
田
　
裕

　
桜
川
市
商
工
会
　
川
島
会
長

　4月 16 日（金）、国の文化審議会が桜川市真壁
伝統的建造物群保存地区を重要伝統的建造物群保
存地区に選定することを文部科学大臣に答申しま
した。これで近日中に同地区が、正式に国の重要
伝統的建造物群保存地区になる予定です。
　この選定で、桜川市真壁地区と関わりの深い秋
田県角館など、全国の名だたる町並み保存地区の
仲間入りをすることになり、大変喜ばしい限りで
す。市民の皆様や町並み保存団体の皆様の地道な
ご努力に深く感謝いたします。
　国の文化財ということで、地元にとどまらず我
が国にとってもその価値が認められたことは、将
来に引き継ぐべき責務を与えられたものとして身
の引き締 まる思いです。
　今後、 国の財政的支援を受けながら、伝
統的建 造物の保存修理など町並みの整
備を進 めてまいります。また、今回の

選定を大きな一歩として、よ
り一層、市
民の皆様と
行政で協力し、
地域の安全と良
好な環境を確保

するための施策を
行ってまいります。

　「重要伝統的建造物群保存地区選定の答申」平
成 22年 4月 16 日は、記念すべき日でした。
　地方経済に元気がない近年、地域の特性を活かし
た活動が重要となっています。そのような時、この
土地に残された建造物・町割りのすばらしさを見出
してくれた専門家の先生がいました。先生の指導の
もと、平成2年の頃より、約400年前の江戸時代
からの遺産を保存していこうという運動がいろい
ろな団体で始まりました。
　運動を始めて 20 年、地道な活動が評価された
ことが、再び私たちに夢と活力を与えてくれてい
ます。ただ、選定はあくまで通過点。これからも、
桜川市が持つさまざまな特性を生かし、地域住民
がこころ を一つにして次世代に引き
継いでい くことが我々の使命である
と考えて います。商工会でもそれら
の地域資 源を活かした事業を展開
し、より 信頼される商工会を目指し

日々努力して行くと共
に、次の世代に夢や希
望をもってもらえる
ような事業を実施し
ていきたいと考えて
おります。
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重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
範
囲
図

所在地：�桜川市真壁町真壁のうち、字
上宿町の一部・下宿町の全域・
高上町の全域・仲町の一部・
大和町の全域

面　積：�17.6 ㌶

重要伝統的建造物群保存地区

伝統的建造物（建築物・工作物）

環境物件（樹木）

凡　　　例

■
昭
和
50
年
代
／�

見
世
蔵
や
土
蔵
の
取
り
壊
し
が
目
立
ち
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
解
体
作
業
の
写
真
記
録
が
取
ら
れ
る
。

■
平
成
は
じ
め
／��

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
の
河か

わ

東
ひ
が
し

義よ
し

之ゆ
き

先
生
が
真
壁

で
伝
統
的
な
町
並
み
の
調
査
を
行
う
。

■
平
成
４
年
　
／
資
料
館
で
「
真
壁
の
町
並
み
と
景
観
」
展
を
開
催
。

■
平
成
５
年
～
／�

真
壁
の
伝
統
的
な
町
並
み
の
啓
蒙
、
継
承
を
目
的
に
住

民
有
志
が
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ま
か
べ
」
を
結
成
。

　
　
　
　
　
　
　
・�

真
壁
の
町
並
み
を
題
材
に
写
真
展
・
絵
画
展

　
　
　
　
　
　
　
・�

旧
真
壁
郵
便
局
や
村
井
醸
造
石
蔵
で
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
・�

町
並
み
保
存
の
先
進
地
へ
の
研
修

ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
・�

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
作
成
や
「
か
わ

ら
版
」
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　
・�

町
並
み
保
存
に
関
す
る
行
政
へ
の

提
言
、
協
力
な
ど
真
壁
の
町
並
み

保
存
に
向
け
た
活
動
を
展
開

■
平
成
11
年
　
／�

登
録
文
化
財
制
度
へ
の
取
り
組
み
を

開
始
。
平
成
17
年
ま
で
に
１
０
４
棟

を
登
録
、
注
目
を
集
め
る
。

■
平
成
12
年
　
／�

仲
町
商
店
会
有
志
が
町
家
を
休
憩
所

と
し
て
開
放
。

■
平
成
13
年
　
／�

所
有
者
を
中
心
に
「
登
録
文
化
財
を
活
か
す
会
」
を
結

成
、
保
存
へ
の
課
題
検
討
な
ど
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　�

登
録
文
化
財
の
見
学
者
へ
の
案
内
説
明
を
行
う
「
真
壁

街
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
誕
生
。

■
平
成
15
年
　
／�

町
並
み
に
雛
人
形
を
飾
る
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
が

始
ま
り
、
真
壁
の
町
並
み
へ
の
注
目
が
高
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査
（
～
平
成
17
年
）

　
　
　
　
　
　
　�

旧
真
壁
郵
便
局
を
中
心
に
、
町
並
み
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
真
壁
」
が
誕
生
。

■
平
成
21
年
　
／
真
壁
地
区
を
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
決
定
。

真
壁
の
町
並
み
保
存
の
歩
み
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～
高
齢
者
叙
勲
～

　
平
成
22
年 

高
齢
者
叙
勲
（
２
月
１
日
付
）
が

内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
桜
川
市
か
ら
１
人
の
方

が
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
一

般
行
政
経
費
を
抑
制
す
る
な
ど

景
気
回
復
を
図
る
た
め
、
効
率

的
な
予
算
執
行
を
促
し
、
多
年

に
わ
た
っ
て
健
全
財
政
を
堅
持

し
て
き
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
今
回
の
受
章
は

誠
に
栄
誉
な
こ
と
で
喜
び
に
堪

え
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
職
場
の
先

輩
・
同
僚
・
後
輩
と
家
族
の
支

え
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
栄
誉

に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
、
受
章
の
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
10

月
に
真
壁
町
収
入
役
に
選
任
さ

れ
、
昭
和
57
年
12
月
ま
で
町
の

会
計
管
理
の
最
高
責
任
者
と
し

て
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

双そ

う

光こ

う

章
し
ょ
う

　
藤ふ

じ

田た

　
一

は
じ
め

さ
ん

　
元 

真
壁
町
収
入
役

（
88
歳
・
真
壁
町
長
岡
地
区
）

受
章お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
一
分
一
秒
を
争
う
緊
急
医
療
の

救
命
率
の
向
上
と
後
遺
障
害
の
軽

減
を
目
的
に
、
茨
城
県
が
単
独
導

入
を
進
め
て
い
る
ド
ク
タ
ー
・
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
７
月
１
日
（
木
）

か
ら
運
航
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
運
航
を
前
に
、
５
月
19
日

（
水
）
筑
西
広
域
消
防
本
部
ヘ
リ

ポ
ー
ト
で
運
航
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

筑
西
市
内
の
市
道
を
走
行
中
の
ト

ラ
ク
タ
ー
が
誤
っ
て
水
田
に
ト
ラ

ク
タ
ー
ご
と
転
落
横
転
。
運
転
者

が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
の
想

定
の
下
、
１
１
９
番
受
信
・
救
急

救
助
出
動
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
、

ヘ
リ
着
陸
場
所
で
の
消
防
隊
の
着

陸
支
援
活
動
な
ど
、
本
番
さ
な
が

ら
の
き
び
き
び
と
し
た
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
・
ヘ
リ
は
、
緊
急
用

医
療
機
具
を
装
備
し
基
地
病
院
に

常
駐
。
県
内
26
消
防
機
関
や
医
療

機
関
な
ど
か
ら
の
要
請
で
、
専
門

医
師
や
看
護
師
を
乗
せ
て
救
急
現

場
へ
飛
び
、
必
要
な
診
察
・
処
置

を
施
し
た
後
、
機
内
で
治
療
を
継

続
し
な
が
ら
医
療
機
関
へ
向
か
う

緊
急
医
療
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

す
。

　
茨
城
県
内
の
ド
ク
タ
ー
・
ヘ
リ

は
、
平
成
16
年
7
月
か
ら
県
南
・

鹿ろ
っ

行こ
う

地
域
の
消
防
本
部
管
内
に

つ
い
て
日
本
医
科
大
千
葉
北ほ

く

総そ
う

病

院
（
千
葉
県
印
西
市
）
を
基
地
病

院
と
し
て
、
千
葉
県
と
茨
城
県
が

共
同
運
航
し
て
い
ま
し
た
が
、
茨

城
県
の
単
独
運
航
は
今
回
が
初
め

て
で
、
基
地
病
院
は
、
日
曜
日
～

火
曜
日
ま
で
が
「
水
戸
医
療
セ
ン

タ
ー
（
茨
城
町
桜
の
郷
）」、
水
曜

日
～
土
曜
日
ま
で
が
「
水
戸
済さ

い

生せ
い

会か
い

総
合
病
院
（
水
戸
市
双
葉
台
）」

が
担
当
い
た
し
ま
す
。

　
使
用
さ
れ
る
機
体
は
、
全
長
約

13
㍍
、
全
幅
約
11
㍍
、
全
高
約
４

㍍
で
７
人
乗
り
。
時
速
約
２
０
０

㎞
で
70
㎞
を
約
20
分
で
移
動
で
き

る
た
め
、
出
動
要
請
か
ら
約
20
分

以
内
に
現
場
に
到
着
で
き
ま
す
。

運
航
時
間
は
、
８
時
30
分
〜
17
時

30
分
（
日
没
）
で
、
年
間
４
０
０

回
か
ら
７
０
０
回
程
度
の
出
動
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

悪
天
候
に
よ
り
視
界
が
悪
い
と
き

は
運
航
を
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
ド
ク
タ
ー
・
ヘ
リ
の
運
航

に
よ
り
、
治
療
開
始
時
間
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
救
命
率
の

向
上
と
後
遺
障
害
の
軽
減
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

一
分
一
秒
を
争
う

　
　
　
　
救
急
医
療
の
た
め
に

一
分
一
秒
を
争
う

　
　
　
　
救
急
医
療
の
た
め
に

７
月
１
日
か
ら

茨
城
県
ド
ク
タ
ー
・
ヘ
リ
が

運
航
開
始
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■
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
４
月
21
日
と
26
日
の
２
日
間
、

カ
ス
ミ
岩
瀬
店
と
フ
ー
ド
オ
フ
ス

ト
ッ
カ
ー
真
壁
店
の
店
頭
で
、
そ

れ
ぞ
れ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
被
害
の
犯
罪

や
車
上
ね
ら
い
な
ど
住
民
の
身
近

な
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、
桜

川
地
区
の
防
犯
協
会
、
防
犯
連
絡

員
協
議
会
の
ほ
か
市
内
の
自
警
団

の
10
団
体
も
参
加
し
ま
し
た
。
買

い
物
客
な
ど
を
対
象
に
チ
ラ
シ
を

配
付
し
、地
域
安
全
運
動
の
広
報
・

啓
発
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

■
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
桜
川
地
区
防
犯
連
絡
員
協
議
会

で
は
、毎
月
15
日
を
「
防
犯
の
日
」

と
定
め
、
各
支
部
の
班
長
を
中
心

に
、
徒
歩
ま
た
は
車
両
に
よ
り
地

区
ご
と
に
５
人
程
度
で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
午
後
７
時
か
ら
８
時
の
１
時
間

程
度
、お
そ
ろ
い
の
反
射
ベ
ス
ト
、

帽
子
、
腕
章
、
青
色
合
図
棒
を
携

え
、危
険
地
域
・
防
犯
灯
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
地
域
ぐ

る
み
で
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
、
防
犯
連
絡

員
み
ず
か
ら
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

■
１
１
０
番
の
家
へ
の
駆
け
込

み
・
通
報
訓
練

　
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
ろ

う
と
、
桜
川
警
察
署
は
４
月
23
日

市
立
樺
穂
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
、
通
学
路
で
不
審
者
へ
の
対
応

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
警
察
署

員
の
ほ
か
、
地
元
の
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
40
人
が
参
加
。
訓
練

は
、
不
審
者
役
の
男
性
が
、
下
校

中
の
児
童
に
「
散
歩
中
に
犬
が
逃

げ
た
の
で
一
緒
に
探
し
て
欲
し

い
」
な
ど
と
声
を
か
け
、
児
童
を

車
に
連
れ
込
も
う
と
す
る
設
定
。

児
童
た
ち
は
そ
の
場
を
逃
げ
出

し
、
近
く
の
「
１
１
０
番
の
家
」
に

駆
け
込
み
、助
け
を
求
め
ま
し
た
。

　
訓
練
に
先
立
ち
、
防
犯
ミ
ニ
集

会
が
開
か
れ
、
児
童
た
ち
は
防
犯

の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
で
、
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪

が
多
発
し
て
い
る
中
、
桜
川
市
に
お
い
て
も
、

今
後
、
犯
罪
が
発
生
す
る
危
険
性
は
ゼ
ロ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
手
の
振
り
込
め
詐
欺
、
盗
難
、

子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
う
事
件

な
ど
、
住
民
が
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
地
域
が

中
心
と
な
り
そ
の
予
防
・
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
桜
川
市
で
は
現
在
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
10
団
体
（
岩
瀬:

３
、真
壁:

６
、大
和:

１
）

で
総
勢
７
４
３
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
防
犯

協
会
、
防
犯
連
絡
員
協
議
会
な
ど
と
と
も
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
４
月
21
日
か
ら
30
日
の
10
日
間
実
施

さ
れ
た
「
春
の
地
域
安
全
運
動
」
期
間
中
の
防

犯
行
事
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

不
審
者
に
間
違
わ
れ
た
り
、
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
目
立
つ
服
装
で
パ
ト

ロ
ー
ル
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

不
審
者
対
応
訓
練
で
、
下
校
時
に
不
審
者

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
逃
げ
よ
う
と
す
る

樺
穂
小
学
校
の
児
童
た
ち

子
ど
も
被
害
の
犯
罪
や
車
上
ね
ら
い
な
ど

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

付
す
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～ 防犯ボランティアの活動 ～
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災害時における救援物資提供に

関する協定が締結
桜川市の山桜を偕楽園に植樹

　
江
戸
時
代
、
水
戸
黄
門
で
知
ら
れ

る
徳と

く

川が
わ

光み
つ

圀く
に

公
は
笠
間
藩
と
協
力
し

て
、
桜
川
市
（
磯
部
）
の
桜
の
保
護

を
行
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
の
水
戸
市

を
流
れ
る
桜
川
は
１
６
９
６
年
に
光

圀
公
が
桜
川
市
（
磯
部
）
の
数
百
本

を
移
植
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
見み

川か
わ

川が
わ

」
か
ら
「
桜
川
」
に
改
名
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
水
戸
藩
開
藩
４
０
０

年
の
記
念
に
あ
た
り
、
そ
の
光
圀
公

が
桜
を
愛
し
保
護
を
行
っ
た
功
績
を

称
え
、「
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
「
桜
川
日
本
花
の
会
」
で

は
水
戸
藩
ゆ
か
り
の
偕
楽
園
に
桜
川

市
の
山
桜
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

偕
楽
園
内
に
植
樹
す
る
「
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
桜
川
日
本
花
の
会
」
の

皆
さ
ん

　
５
月
10
日
、
大
和
庁
舎
内
で
災
害

時
に
お
け
る
救
援
物
資
提
供
に
関
す

る
協
定
に
つ
い
て
、
桜
川
市
と
利
根

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
株
）、

富
谷
牛
乳（
株
）と
の
間
で
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
市
内
で
災
害
が
発

生
、
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
、
市
の
要
請
に
基
づ
き
、
協
定
事

業
所
が
救
援
物
資
の
提
供
に
つ
い
て

協
力
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
協
力
内
容
は
、
市
の
管
理
す
る
施

設
内
に
協
定
事
業
所
が
設
置
し
た
災

害
対
応
型
自
動
販
売
機
内
の
商
品
の

無
償
提
供
お
よ
び
飲
料
水
な
ど
の
優

先
的
提
供
と
な
り
ま
す
。

市
と
利
根
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
株
）

柴し
ば 

康や
す

裕ひ
ろ 

茨
城
支
社
長
（
写
真
右
）、
富
谷
牛

乳（
株
）中な

か

田た 

裕ゆ

美み

子こ 

代
表
取
締
役
社
長
（
写

真
左
）
と
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

岩瀬わくわく連合会から

スポーツ芸術文化振興協会に寄付
桜
川
市
わ
く
わ
く
連
合
会
の
萩
原 

廣
会
長

（
写
真
右
か
ら
２
人
目
）
と
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
、
中
田
市
長
（
写
真
左
か
ら
３
人
目
）
に

寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
桜
川
市
わ
く
わ
く
連
合
会
（
萩は

ぎ

原わ
ら 

廣
ひ
ろ
し

会
長
）
か
ら
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ

芸
術
文
化
振
興
協
会
に
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、４
月
に
岩
瀬
体
育
館（
ラ

ス
カ
）
で
行
わ
れ
た
、「
22
年
度
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
文
化
祭
」
に
参
加
さ
れ
た

会
員
の
方
な
ど
か
ら
、
愛
の
募
金
を

募
り
、
少
し
で
も
市
の
ス
ポ
ー
ツ
・

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
寄
付
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
催
し
は
、
今
年
で
７
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
同
連

合
会
は
車
椅
子
や
杖
な
ど
の
福
祉
用

品
も
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

水芭蕉の白い花に魅せられて

-真壁の植
うえ

竹
たけ

さん -
自
宅
で
鉛
筆
ほ
ど
の
細
い
苗
か
ら
育
て
始

め
、
今
で
は
真
壁
町
内
の
近
く
の
神
社
や
お

寺
に
無
償
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
白
い
袈
裟
に
身
を
包
ん
だ
水
芭
蕉

の
花
が
、
真
壁
町
羽
鳥
地
区
の
永え

い

林り
ん

寺じ

（
後ご

藤と
う

通み
ち

男お

住
職
）
前
の
湿
地
に

咲
い
て
い
ま
し
た
。

　
真
壁
町
田
の
植う

え

竹た
け

一い
ち

郎ろ
う

（
80
歳
）

さ
ん
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
群
馬
県
の

尾
瀬
を
訪
れ
た
際
、
水
芭
蕉
の
苗
を

購
入
し
た
の
を
機
に
水
芭
蕉
を
育
て

始
め
ま
し
た
。

　
水
芭
蕉
は
白
い
花
を
開
か
せ
る
ま

で
、３
年
か
ら
５
年
を
要
す
る
た
め
、

毎
日
の
手
入
れ
を
欠
か
さ
ず
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
水
芭
蕉
を
欲
し
い
方
に
は
、
鉢
植

え
な
ど
に
し
た
も
の
を
配
り
た
い
と

も
話
し
て
い
ま
し
た
。
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く
ら
し
の
情
報

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も
結
構
で

す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時
／
６
月
28
日
（
月
）
９
時
～

12
時
・
13
時
～
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
１
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
８
）

※
７
月
か
ら
の
『
市
民
の
日
』
は
、

次
の
表
の
と
お
り
市
内
の
集
落
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
の
実
施
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

［
日
程
］

■
時
間
／
13
時
〜
16
時

口
座
で
交
付
金
を
受
領
す
る
場
合

は
、「
口
座
名
義
人
に
対
す
る
委
任

状
」

■
問
合
先
／
関
東
農
政
局
茨
城
農
政

事
務
所 

食
糧
部
計
画
課 

☎
０
２
９

-

２
２
１-

２
１
８
６

h
ttp

:/
/
w

w
w

.m
a
ff.g

o
.jp

/
j/

seisa
k
u
/k

o
b
etu

_
h
o
sy

o
/in

d
ex

.

h
tm

l

「
子
ど
も
手
当
」
現
況
届
を
お

忘
れ
な
く

児
童
福
祉
課

　
本
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校

修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方
に
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額

１
３,
０
０
０
円
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

「
子
ど
も
手
当
」
受
給
者
は
、

６
月
30
日
ま
で
に
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
６
月
１
日
に
お
け
る

状
況
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
た
だ

き
、
引
続
き
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
も

世
代
交
流
推
進
事
業

■
補
助
対
象
／
行
政
区
単
位（
年
１
回
）

■
補
助
金
額
／
１
行
政
区
に
つ
き

３
万
円

※
申
請
に
は
、
事
業
計
画
・
収
支
予

算
書
が
必
要
で
す
。

■
申
込
み
・
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
３
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

２
０
１
０
開
校

（
社
）
下
館
青
年
会
議
所

■
内
容

①
つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
サ
イ
ク

リ
ン
グ
（
６
月
20
日
（
日
）
開
催
）

②
森
林
キ
ャ
ン
プ
＆
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン

グ
（
８
月
７
（
土
）
～
８
日
（
日
）

開
催
）

■
対
象
／
筑
西
市
・
桜
川
市
の
小
学

４
年
生
～
６
年
生

■
参
加
費
／
①
、
②
合
せ
て
９,

０
０
０
円
（
一
人
）

■
募
集
人
員
／
65
人

■
詳
細
お
よ
び
申
込
方
法
／
各
小
学

校
よ
り
配
布
さ
れ
る
募
集
チ
ラ
シ
ま

た
は
、
当
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日
／
６
月
８
日
（
火
）

■
問
合
先
／
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
委

員
会
委
員
長 

斉
藤
（
☎
０
９
０-

５
８
０
４-

４
３
６
９
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

財
政
課

　
平
成
21
年
度
に
、
桜
川
市
に
対
し

て
寄
せ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

・
瀬せ

尾お

美よ
し

徳の
り

　
様

・
匿
名
希
望
（
４
名
）
様

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

そ
れ
ぞ
れ
基
金
に
積
み
立
て
し
、
桜

川
市
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
財
政
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
２
１
）

の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
該
当
者
に
は
、
現
況
届
の

用
紙
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

※
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
認
定
請
求

を
し
た
方
は
、
現
況
届
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
3
月
ま
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
た
方
（
支
給
対
象
児

童
が
中
学
1
年
生
ま
で
の
子
ど
も
）

に
つ
い
て
は
、
現
況
届
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

■
提
出
先
／
桜
川
市
役
所 

児
童
福

祉
課（
岩
瀬
庁
舎
）・
総
合
窓
口
課（
真

壁
・
大
和
庁
舎
）

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１ 

内
線

２
３
２
５
・
２
３
２
６
）

体
力
づ
く
り
三
世
代
交
流
推
進

事
業

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
補
助

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
事
業
名
称
／
体
力
づ
く
り
三

お
詫
び
と
訂
正

　
５
月
１
日
発
行
の
「
広
報
さ
く
ら

が
わ
」
に
掲
載
し
た
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所
／
平
成
22
年
度
当
初
予

算
（
２
ペ
ー
ジ
）
の
予
算
総
額
お
よ

び
表
中
の
合
計

誤
　
総
額:

２
８
６
億
９,
２
１
０
万

　
　
９
千
円

正
　
総
額:

２
８
６
億
９,
２
１
０
万

　
　
６
千
円

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
加

入
申
請
受
付 

締
切
迫
る

関
東
農
政
局
茨
城
農
政
事
務
所

　
平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
さ

れ
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

（
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
・

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
）
の

加
入
申
請
受
付
は
６
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。

モ
デ
ル
対
策
の
交
付
金
を

受
け
取
る
た
め
に

①
主
食
用
米
の
「
生
産
数
量
目
標
」

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
米
の
モ
デ
ル
事
業
の
交
付
金
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、主
食
用
米
の「
生

産
数
量
目
標
」
を
守
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
調
整
水
田
等
の
不
作
付
け

で
生
産
数
量
目
標
を
達
成
す
る
場
合

は
、「
調
整
水
田
等
の
不
作
付
地
の

改
善
計
画
」
を
市
町
村
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
「
加
入
申
請
書
」
と
「
作
付
面
積

確
認
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
モ
デ
ル
対
策
に
加
入
す
る
た
め
に

は
、「
加
入
申
請
書
」
と
「
作
付
面

積
確
認
依
頼
書
」
を
６
月
30
日
ま
で

に
最
寄
り
の
地
域
水
田
農
業
推
進
協

議
会
ま
た
は
茨
城
農
政
事
務
所
計
画

課
、
各
地
域
課
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。                  

「
加
入
申
請
書
」に
添
付
す
る
書
類

・�

販
売
農
家
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
書
類
「
水
稲
共
済
細
目
書
異

動
申
告
票
の
写
し
等
」（
水
稲
共

済
当
然
加
入
面
積
以
上
の
作
付
け

者
等
）「
農
協
等
の
入
庫
票
の
写

し
、
販
売
伝
票
の
写
し
等
」（
水

稲
共
済
当
然
加
入
面
積
未
満
で
共

済
に
加
入
し
な
い
者
）

・
必
要
に
応
じ
て
添
付
す
る
書
類

（
例
）            

　

　
集
落
営
農
の
場
合
は
、「
規
約
」、

「
構
成
農
業
者
名
簿
」、「
共
同
販
売

経
理
の
確
認
で
き
る
書
類
」
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
等
の
営

農
上
の
理
由
で
、
本
人
名
義
以
外
の

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

６
月
の
納
税
・
保
険
料

市
県
民
税
　
　
全
期
・
１
期

介
護
保
険
料
　
２
期
（
暫
定
）

納
期
限:

６
月
30
日
（
水
）

お
知
ら
せ

地
区

日

場
　
　
所

岩
瀬

７
月
26
日

（
月
）
西
飯
岡
集
落

セ
ン
タ
ー

真
壁

８
月
23
日

（
月
）
谷
貝
分
館

岩
瀬

９
月
27
日

（
月
）
南
飯
田
ふ
る
さ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

大
和

10
月
22
日

（
金
）
中
根
分
館

真
壁

11
月
22
日

（
月
）
樺
穂
分
館

岩
瀬

12
月
20
日

（
月
）
羽
黒
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

真
壁

１
月
24
日

（
月
）
紫
尾
分
館

岩
瀬

２
月
21
日

（
月
）
木
植
ふ
る
さ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

大
和

３
月
23
日

（
水
）
本
木
集
落

セ
ン
タ
ー

健
康
・
福
祉

募
　
集
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７月分 健 康 ガイド
《問合先》健康推進課　☎ 58-5111・75-3111

７月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

7/6 (火) ３歳児健診 H19.4月・5月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル、歯ブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）、コップ、

尿、目と耳のアンケート用紙

7/16 (金) ２歳児歯科健診 H20.4月・5月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル、歯ブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）、コップ

7/26 (月) １歳児健診 H21.7月生 13：00〜13：20
母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 / 岩瀬福祉センター）

７月の母と子の健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

7/21 (水)
パパ・ママクラス

（会場／岩瀬福祉センター）
初妊婦と夫 9：30〜15：00 母子健康手帳（要予約）

7/28 (水)
離乳食教室

（会場／大和中央公民館）

生後４か月〜６か月児

の保護者
10：00〜12：00

エプロン、三角巾またはバンダ

ナ、スリッパ、ふきん1枚（要予

約）

７月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

7/14 (水) エコス真壁店（10：00 〜 12：00）

7/16 (金) 大和庁舎（10：00 〜 15：30）

対象／真壁地区の方（会場 / 真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

7/1 (木) ３歳児健診 H19.4月・5月・6月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル、歯ブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）、コップ、

尿、目と耳のアンケート用紙

7/15(木) １歳6か月児健診
H20.10月・11月・12

月生
13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル、歯ブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 ☎ 受  付  時  間

7/4 (日) 仁保内科医院 真壁町真壁425 0296- 23- 8088 9：00〜12：00

13：00〜16：00

(保険証は必ず持参）7/11 (日) 延島クリニック 東飯田600 0296- 58- 5058

７/18 (日) なかはら整形外科医院 真壁町飯塚496-1 0296- 23- 9955

７/19 (月)

（海の日）
大和クリニック 大国玉2513-12 0296- 58- 7788

７/25 (日) 根本医院 真壁町真壁202 0296- 55- 0021

７月の休日応急診療医療機関

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　 　 　 　 　 　 　 考

7/5 (日) こころの健康相談 13：00〜15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予

約）会場：岩瀬福祉センター

第 １ ・ ２ ・

3・4火曜日
精神保健デイケア 9：30〜11：30

仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

７月の精神保健

７月の成人の健康診査
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内 　 　 　 容

７/１(木)・
　　2(金)
　　5(月)～
　　9(金)・
　12(月)～
　16(金)

住民健診

（会場／岩瀬・大和地区各公

民館など）

岩瀬・大和地区の30歳

以上の方

9：30～11：00

13：30～14：30

結核・肺がん検診・若年者健診・

肝炎ウイルス検査・前立腺がん検

診など（詳細は、健康カレンダー

をご覧ください。）

７/20(火)～

　 23(金)・

　 26(月)～

　 30(金)

子宮・乳がん健診

（会場／真壁保健センター）

真壁地区の20歳以上の

女性

12：00～12：30
子宮がん・乳がん健診(超音波・

マンモグラフィ検査は、年齢・地

区によって異なります。)

※平成 20 年度から基本健康診査部分は特定健診に変わり、40 歳～ 74 歳の方は加入されている医療保険者が指定する医療機関等で
受診するようになります。特に被用者保険（社会保険等）の加入の方はご注意ください。

７月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

７/７（水)・ 

   14（水）

総合健康相談（会場／岩瀬庁

舎健康推進課、真壁保健セン

ター）

母子・成人全対象 9：30〜11：30

子供の発達･栄養･しつけ（身体計
測は要予約）、食事や運動の健康
相談、糖尿病･高血圧･脂質異常症
などの生活習慣病に関する栄養相
談（要予約）、血圧･腹囲･体脂肪
測定など

7/8 (木) 市民健康講座 一般市民 13：30〜15：00
講話「認知症の予防について」

認知症介護アドバイザー
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市
内
の
小
中
学
校
は
、
少
子
化
の

進
行
に
伴
い
、
年
々
児
童
生
徒
数
が

減
少
し
、学
校
の
小
規
模
化
が
進
み
、

今
後
も
同
様
に
推
移
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
老
朽
化
も
含
め
、
今
後
の

対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
10
月

１
日 

桜
川
市
教
育
委
員
会
か
ら
諮

問
を
い
た
し
ま
し
た
。「
桜
川
市
立

小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配

置
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
及
び
具

体
的
方
策
に
つ
い
て
」
及
び
「
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
に
関
す
る
基
本

的
考
え
方
及
び
具
体
的
方
策
に
つ
い

て
」
の
２
項
目
に
つ
い
て
、11
回
（
毎

月
１
回
）
の
検
討
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
審
議
結
果
が
答
申
書
と
し

て
、
平
成
22
年
１
月
20
日 

桜
川
市

立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

「
桜
川
市
立
小
中
学
校
の
適
正
規

模
及
び
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本

的
考
え
方
及
び
具
体
的
方
策
に
つ

い
て
」

年
度
対
比
小
学
校:

７
６
５
人
減
、

中
学
校:

５
１
６
人
減)

今
後
と
も

減
少
傾
向
は
続
く
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
５
年
後
、
10

年
後
を
考
え
た
場
合
、
学
校
の
適
正

配
置
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
本
検
討
委
員
会
と
し
て
は
、
基
本

的
考
え
方
で
示
し
た
よ
う
に
、
当
面

の
間
は
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
十

分
留
意
し
な
が
ら
、
提
言
し
た
事
項

の
推
進
に
努
め
ら
れ
、
現
行
の
学
校

配
置
を
望
む
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

将
来
に
お
い
て
更
に
小
規
模
化
が
進

ん
だ
場
合
に
は
、
小
学
校
と
中
学
校

の
枠
を
超
え
、
９
年
間
を
一
つ
の
ス

パ
ン
と
し
た
学
校
間
の
連
携
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
義
務

教
育
期
間
の
学
び
の
連
続
性
を
確
保

で
き
る
と
い
う
小
中
一
貫
教
育
の
導

入
を
、
５
つ
の
中
学
校
区
を
基
本
に

考
慮
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
こ
の
た
め
、
桜
川
市
と
し
て
、
小

学
校
の
み
の
統
廃
合
で
は
な
く
、
中

学
校
も
含
め
て
現
在
の
中
学
校
を
拠

点
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
の
体
制
づ

く
り
を
計
画
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

答
申
す
る
。

　
な
お
、
小
中
一
貫
教
育
の
特
色
及

び
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
主

な
事
項
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①�

義
務
教
育
９
ヶ
年
を
通
し
一
貫
し

多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
小
中
学

校
の
保
護
者
と
同
じ
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
①

個
に
応
じ
た
指
導
・
丁
寧
な
指
導
に

よ
る
学
力
向
上 

②
子
ど
も
同
士
、

子
ど
も
と
教
師
の
人
間
関
係 

③
他

に
頼
ら
な
い
自
己
判
断
に
よ
る
積
極

的
な
態
度
等
に
役
立
つ
と
こ
ろ
が
大

き
い
等
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
も
伺

わ
れ
る
。

　
本
検
討
委
員
会
は
、
市
内
小
中
学

校
の
現
状
と
課
題
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

同
様
、
小
中
学
校
と
も
に
統
廃
合
に

は
消
極
的
な
意
見
が
多
い
。し
か
し
、

今
後
、
更
に
児
童
生
徒
数
が
減
少
し

学
校
の
小
規
模
化
が
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

規
模
別
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
も
の
の
、
将
来
的
に
は
子
ど

も
の
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場

合
、
あ
る
程
度
の
学
校
規
模
を
確
保

す
る
た
め
の
統
廃
合
は
必
要
と
考
え
る
。

　
な
お
、
統
廃
合
を
進
め
る
に
際
し

て
は
、
単
な
る
統
廃
合
で
は
な
く
、

議
論
を
重
ね
、
改
築
す
る
に
は
、
敷

地
が
狭
小
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
今

後
と
も
幼
児
、
児
童
生
徒
数
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
２
つ
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
し
て
い

く
こ
と
は
、
厳
し
い
市
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
た
場
合
大
変
困
難
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
統
合
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
意
見
で
一
致
し
た
。

【
具
体
的
方
策
】

　
前
記
の
基
本
的
考
え
方
に
基
づ

き
、
統
合
の
方
法
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
、次
の
２
案
が
提
案
さ
れ
た
。

①�

新
築
に
要
す
る
費
用
と
南
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
増
築
す
る

費
用
を
比
較
検
討
し
、
余
り
相
違

が
な
い
場
合
、
ま
た
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
各
学
校
へ
の
搬
送

時
間
を
考
慮
し
、
南
・
北
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
新
た
な

場
所
（
市
の
中
央)

に
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
。

②�

今
後
と
も
幼
児
・
児
童
生
徒
数
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
施
設

の
過
大
投
資
を
極
力
避
け
、
現
在

の
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

能
力
（
３,
０
０
０
食
／
日)

を

基
本
べ
ー
ス
と
し
、
建
設
時
に
お

い
て
不
足
す
る
供
給
能
力
を
カ
バ

ー
す
る
施
設
を
増
築
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
観
点
か
ら
、
南
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
北
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
を

た
教
育
課
程
の
実
施

 

・
例:

６
・
３
制
、
４
・
２
・
３
制
等

②�

施
設
の
共
有
化

 

・�

体
育
館
、
プ
ー
ル
、
図
書
室
、

調
理
室
等

③�

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
専
科
指

導
の
推
進

 

・
音
楽
、
図
工
、
外
国
語
活
動
等

④�

小
学
校
高
学
年
の
部
活
動
へ
の
参
加

⑤�

小
中
一
貫
と
し
て
の
集
団
活
動
や

行
事
へ
の
参
加

 

・�

運
動
会
、
文
化
祭
、
奉
仕
作
業
等

　
最
後
に
、
今
後
小
中
学
校
の
適
正

配
置
を
進
め
る
際
に
は
、
学
校
が
果

た
し
て
き
た
地
域
と
の
関
わ
り
や
歴

史
を
考
慮
し
て
保
護
者
や
地
域
住
民

等
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
の
努
力
を
し
な
が
ら
、
計
画
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
に
関

す
る
基
本
的
考
え
方
及
び
具
体
的

方
策
に
つ
い
て
」

【
基
本
的
考
え
方
】

　
本
検
討
委
員
会
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
現
状
等
を
踏
ま
え
検
討
し

た
結
果
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
北

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

安
全
面
・
衛
生
面
を
考
慮
し
て
改
築

又
は
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

の
意
見
で
一
致
し
た
。

　
さ
ら
に
、
改
築
、
統
合
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
資
質
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
並
び
に
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
お
け
る
学
校
の
果

た
す
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
進
め

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
こ
れ
ら
基

本
的
考
え
方
を
踏
ま
え
、
本
検
討
委

員
会
と
し
て
は
、
小
中
一
貫
教
育
を

視
野
に
入
れ
た
統
廃
合
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
な
お
、
現
状
の
な
か
で
、
よ
り
効

率
的
な
教
育
活
動
を
進
め
る
た
め

に
、
小
中
一
貫
教
育
に
至
る
当
面
の

基
本
的
考
え
方
を
提
言
す
る
。

①�

各
学
校
に
お
い
て
、
異
年
齢
に
よ

る
集
団
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
。

②�

小
学
校
に
お
い
て
は
、
他
校
と
の

交
流
を
実
施
し
、
大
き
な
集
団
の

中
で
の
活
動
を
通
じ
て
社
会
性
等

を
学
ば
せ
る
。

③�

小
中
学
校
と
も
に
少
人
数
学
級

（
１
ク
ラ
ス
30
人
以
下
）
を
全
学

年
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
個
に
応

じ
た
指
導
を
通
し
て
学
力
の
向
上

を
図
る
。

④�

複
式
学
級
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

⑤�

小
中
学
校
と
も
に
通
学
区
域
の
弾

力
的
運
用
を
図
る
。

⑥�

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
1
教
科
1

教
師
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、優
れ
た
教
員
の
確
保
を
図
る
。

【
具
体
的
方
策
】

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
、
年
々
減
少
し
て
お
り
（
平
成
10

有
す
る
施
設
を
増
築
す
る
。

　
本
検
討
委
員
会
で
は
、
更
に
２
案

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
南

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
の
形

状
・
面
積
等
の
制
約
条
件
が
あ
る
な

か
で
、
ど
の
程
度
の
施
設
を
増
築
す

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
不
確
定
の

部
分
も
あ
る
が
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
及
び
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
②

南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
北

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
を

有
す
る
施
設
を
増
築
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
結
論
で
一
致
し
た
の

で
、
答
申
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
増
築
す
る
施
設
規
模
に
つ

い
て
は
、
過
大
投
資
に
な
ら
な
い
よ

う
幼
児
・
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
十

分
留
意
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
統
合
後
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
も
、
食
の
安
全
や
財
政
的
見
地

か
ら
民
間
委
託
を
含
め
検
討
さ
れ
る

よ
う
併
せ
て
要
望
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
桜
川
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
今
後
、
答
申
内
容
を
具

現
化
す
る
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
、
内
部
会
議
を
開
催
し

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
基
本
的
考
え
方
】

　
本
市
の
小
中
学
校
は
、
茨
城
県
が

指
針
と
し
て
示
し
た
適
正
規
模
以
下

の
小
規
模
学
校
が
全
体
の
約
70
％

（
11
校)

を
占
め
て
い
る
現
状
で
、

こ
の
傾
向
は
今
後
と
も
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
見
る

と
、「
適
正
な
学
級
数
に
つ
い
て
」

の
設
問
に
対
し
、
小
学
校
で
は
２
～

３
学
級
と
回
答
し
た
保
護
者
が

71.

２
％
、
中
学
校
で
は
２
～
３
学

級
が
44.

７
％
、
４
～
６
学
級
が

50.

８
％
と
な
り
大
部
分
の
保
護
者

が
、
あ
る
程
度
の
学
校
規
模
を
望
ん

で
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。一
方
、

「
児
童
・
生
徒
数
が
大
き
く
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
る
学
校
の
今
後
に
つ

い
て
」
の
設
問
に
対
し
て
は
、「
現

行
の
学
校
配
置
を
維
持
す
る
」
及
び

「
通
学
区
域
の
弾
力
的
運
用
を
進
め
、

現
行
の
学
校
配
置
を
維
持
す
る
」
と

学
校
統
合
に
消
極
的
な
意
見
が
小
学

校
で
は
65.

３
％
、
中
学
校
で
も

65.

７
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
区
長
・
副
区
長
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
、
数
値
に

小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合

～
桜
川
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
～
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》

フリッチスふしぎな色の旅　　　　　　　ジラルド

ちか 100 かいだてのいえ　　　　　　　　いわいとしお

君はだあれ　　　　　　　　　　　　　　バラオ ･ マストローラ

サーティーナイン・クルーズ　　　　　　リックライオダン

新 13 歳のハローワーク　　　　　　　　 村上　　龍

《一般図書》

太一×ケンタロウ男子ごはんの本  その２　  ケンタロウ

岩崎弥太郎と三菱四代　　　　　　　　　河合　　敦

７つの習慣　　　　　　　　　　　　　　スティーヴン ･ Ｒ ･ コブィー

天地明察　　　　　　　　　　　　　　　沖方　　丁

ヘブン　　　　　　　　　　　　　　　　川上未映子

【今月のおすすめ図書】

天地明察
沖方　丁

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

一歩を越える勇気
栗城　史多

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》

わたしのすきなおとうさん　　　　　　　北川チハル

ねこの手かします　　　　　　　　　　　内田麟太郎 

ぼく、カギをのんじゃった　　　　　　　ジャック ･ ギャントス

ネズミ父さん大ピンチ　　　　　　　　　ジェフリー ･ ガイ

かたあしだちょうのエルフ　　　　　　　おのきがく

《一般図書》

なによりも大切なこと　　　　　　　　　あさのあつこ

教室の亡霊　　　　　　　　　　　　　　内田　康夫 

ゴールデンスランバー　　　　　　　　　井坂幸太郎

終の住処　　　　　　　　　　　　　　　磯崎憲一郎

もしもきみが。　　　　　　　　　　　　凛（R I N）

真壁中央公民館図書室

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

【今月のおすすめ図書】

41歳からの哲学
池田　晶子　　新潮社

《児童図書》

くまのがっこう ジャッキーのはつこい　あいはらひろゆき／あだちなみ

ウィッキーとブーフ　　　　　　　スージー ･ スパッフォード／みはらいずみ

やんちゃなマルキーニョ　　　　　　　　ジラルド／松本乃里子

のだめカンタービレ（24 巻）　　　　　　二ノ宮知子

ＪＩＮ - 仁 -（18 巻）　　　　　　　　　村上もとか

《一般図書》

夜明けの橋　　　　　　　　　　　　　　北　　重人

ヒトラーの秘密図書館　　　　　　ディモシー ･ ライバック／赤根洋子

つくも神さん・お茶ください　　　　　　畠中　　恵

「千の風になって」紙袋に書かれた詩　　  井上　文勝

橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本　　治

サヨナライツカ　　　　　　　　　　　　辻　　仁成

新雨月（上・下）　　　　　　　　　　　  船戸　与一

冷やさない「腸」健康法　　　　　　　　松生　恒夫
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桜
川
文
芸

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

葉
ざ
く
ら
や
黄
昏
長
く
客
を
待
つ

鈴
　
木
　
ふ
み
い

読
み
書
き
は
吾
れ
の
試
練
や
新
樹
光

田
　
中
　
は
つ
い

床
の
間
に
鎧
か
ぶ
と
の
初
端
午古

　
橋
　
益
　
子

雨
だ
れ
の
ひ
か
り
を
集
め
柿
若
葉

鈴
　
木
　
つ
　
ぎ

ら
ち
も
な
き
夫
と
の
会
話
春
炬
燵

代
　
田
　
と
　
し

児
が
帰
る
朝
の
食
事
春
菜
づ
け成

　
田
　
あ
　
さ

四
温
晴
喜
楽
に
老
の
小
畑
か
な皆

　
川
　
和
　
子

ふ
と
亡は

母は

の
笑
顔
が
う
か
ぶ
初
夏
の
風

鈴
　
木
　
登
美
子

水
音
や
足
元
ま
で
も
夏
深
し

田
　
代
　
て
い
子

か
あ
さ
ん
の
一
味
ち
が
う
芹
御
飯

安
　
達
　
幸
　
子

抽ぬ

き
ん
出で

る
麦
の
穂
天
に
揃
い
け
り

岩
　
渕
　
の
ぶ
子

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

さ
迷
ひ
て
夕
暮
れ
見
た
る
停
車
場
に
銀
河
行
き

発
車
の
合
図
が
鳴
り
ぬ

塚
　
田
　
沙
　
玲

赤
い
羽
根
胸
に
つ
け
ら
れ
少
年
の
は
に
か
み
晒

す
駅
前
広
場

野
　
村
　
幸
　
男

紅
を
さ
し
鏡
に
向
い
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ
え
む
柞

葉
傘
寿
の
日
課

西
　
岡
　
和
　
子

繋
が
り
た
る
赤
き
糸
が
切
れ
や
う
と
見
へ
ざ
る

糸
は
黄
泉
の
果
ま
で

深
　
谷
　
快
　
子

い
く
た
び
も
地
名
変
れ
ど
水
音
は
変
ら
ぬ
ま
ま

に
世
は
移
り
ゆ
く

鈴
　
木
　
と
　
み

ひ
と
呼
吸
し
て
唐
鍬
を
振
り
か
ざ
し
雁
字
搦
め

の
木
の
根
に
い
ど
む

中
　
島
　
龍
　
子

葉
桜
の
緑
濃
く
な
り
風
立
ち
て
人
知
れ
ず
散
る

蕊し
べ

の
く
れ
な
ゐ

塩
　
谷
　
明
　
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

雨
止
み
て
谷
の
瀬
音
の
高
鳴
り
に
時
を
り
混
じ

る
野
の
鳥
の
こ
ゑ

小
　
林
　
む
　
ら

鰯
雲
ひ
ろ
ご
る
下
に
涙
と
も
汗
と
も
吾
息
の
新

墓
洗
ふ

五
月
女
　
静
　
江

躓つ
ま
づ

き
て
蹴
と
ば
す
小
石
に
薄
氷
の
パ
リ
ッ
と
割

れ
て
春
の
音
す
る

渡
　
辺
　
し
な
子

枝
打
ち
を
八
十
路
の
今
も
と
地
下
足
袋
を
履
き

し
翁
の
朗
ら
な
る
顔

大
久
保
　
富
美
江

人
は
何
処
に
住
み
を
る
ら
ん
か
蕎
麦
畑
に
延
々

の
び
る
猪
除
け
ト
タ
ン

古
　
賀
　
　
　
澄

亡
き
母
の
口
遊
み
た
る
を
偲
ぶ
な
り
懐
メ
ロ
の

歌
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄

瀧
　
井
　
幸
　
子

蝸
牛
コ
ロ
コ
ロ
鳴
く
と
聞
き
て
よ
り
雨
の
六
月

楽
し
み
に
待
つ

広
　
沢
　
日
出
子

さ
り
げ
な
き
話
題
交
し
て
今
生
の
友
で
あ
ら
む

と
受
話
器
を
置
き
ぬ

鈴
　
木
　
美
津
子

吉
事
の
あ
る
年
迎
へ
ん
と
姿
見
を
磨
く
に
皺
む

魔
女
の
を
り
た
り

小
　
林
　
美
瑳
子

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

娘
を
送
り
話
し
た
り
ぬ
と
庭
に
居
り
梢
も
遥
れ

い
る
月
影
お
ぼ
ろ

安
　
達
　
す
み
子

紫
の
色
え
ん
ぴ
つ
を
選
び
た
り
カ
タ
ク
リ
画え

が

く

雨
の
一
日

大
　
関
　
節
　
子

亡
き
夫
の
愛
で
に
し
一ひ

と

本も
と

梅
の
花
紅
・
白
・
桃

色
思
ひ
の
ま
ま
に

角
　
田
　
玉
　
枝

黄
に
盛
る
庭
の
山
茱
萸
に
追
憶
の
老と

友も

等
と
踊

り
し
稗
搗
節
を

坪
　
井
　
ゆ
き
子

病
み
て
よ
り
八や

十そ

路
の
坂
は
厳
し
か
り
初
夏
の

風
さ
そ
ふ
つ
つ
じ
の
里
へ

長
谷
川
　
玲
　
子

花
桃
の
今
し
ひ
ら
か
ん
様さ

ま

見
え
ぬ
ふ
く
ら
み
持

ち
て
春
陽
に
向
か
ふ

石
　
川
　
喜
　
代
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　医師や看護師を乗せて救急現場へ飛

び、必要な診察・処置を施した後、機

内で治療を継続しながら医療機関へ向

かう茨城県ドクター・ヘリコプターが

７月１日から運航を開始します。

　その運航を前に、筑西広域消防本部

で運航シミュレーションが行われまし

た。（詳細については、５頁に掲載。）

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎ 58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

おかあさんからひとこと

　生まれて２回目のこど

もの日。今は、いたずら

盛りで足も速いから追い

かけるのも一苦労です。

これからも元気に大きく

育ってね。

おかあさんからひとこと

　我が家の宝物です。こ

れからも仲良し姉妹でい

てね。二人の成長を楽し

みにしています。

【 表　紙 】

　
６
月
の
こ
だ
ま
ス
イ
カ
月
間
を

前
に
、
こ
だ
ま
ス
イ
カ
産
地
活
性

化
検
討
委
員
会
会
員
の
皆
さ
ん

が
、
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
同
検
討
委
員
会
は
、
筑
西
市
・

桜
川
市
を
「
全
国
一
の
こ
だ
ま
ス

イ
カ
産
地
」
と
し
て
発
展
す
る
た

め
の
活
性
化
対
策
と
し
て
発
足
。

　
こ
だ
ま
ス
イ
カ
生
産
者
、
担
い

手
代
表
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
、
育
苗

会
社
、
関
係
機
関
担
当
者
な
ど
の

32
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
だ
ま
ス
イ
カ
は
、
春
先
か
ら

中
な か

原
は ら

　徹
て つ

也
や

ちゃん

 平成 20 年 11 月 27 日生

（磯部地区）

内
な い

藤
と う

　友
ゆ う

香
か

ちゃん（写真右）    

 平成 18 年６月 19 日生

内
な い

藤
と う

　明
め い

菜
な

ちゃん（写真左）

 平成 21 年７月６日生

（真壁町桜井地区）

こ
だ
ま
ス
イ
カ
は
、
栄
養
成
分
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
疲
労
回
復
や
抗
酸
化
作
用

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
だ
ま
ス
イ
カ
、
ス
イ
カ
ア
イ
ス
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
市
長
を
訪
問
し
た
こ
だ
ま
ス
イ
カ

産
地
活
性
化
検
討
委
員
会
内
の
女
性
の
会

の
皆
さ
ん

初
夏
に
か
け
て
お
い
し
い
ス
イ
カ

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
品
種
改
良

さ
れ
た
も
の
で
、
ど
ん
な
に
大
事

に
育
て
て
も
メ
ロ
ン
く
ら
い
の
大

き
さ
で
す
。
普
通
の
ス
イ
カ
に
比

べ
て
皮
が
薄
く
、
種
の
量
も
少
な

い
の
で
食
べ
や
す
い
の
が
特
徴
で

す
。

　
桜
川
市
内
の
農
産
物
直
売
所
で

は
、
現
在
獲
れ
た
て
の
ス
イ
カ
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
甘
く
て
お

い
し
い
こ
だ
ま
ス
イ
カ
を
ぜ
ひ
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
県
西
農
林
事
務
所
経

営
・
普
及
部
門
（
☎
０
２
９
６

-

24-

９
２
１
８
）

桜
川
市
自
慢
の
こ
だ
ま
ス
イ
カ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
！

桜
川
市
自
慢
の
こ
だ
ま
ス
イ
カ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
！

│ 
こ
だ
ま
ス
イ
カ
産
地
活
性
化
検
討
委
員
会 

│

│ 
こ
だ
ま
ス
イ
カ
産
地
活
性
化
検
討
委
員
会 

│
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